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総
会
開
会
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

理
事
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古 

根 

川 
 

保 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

公
益
社
団
法
人
大
阪
狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
令
和
４
年
度
定
時
総
会
の
開
会
に
あ
た
り
ま
し

て
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。 

国
内
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
落
ち
着
い
て
き
た
も
の
の
、
感
染
は
依
然
と
し

て
継
続
し
て
発
生
し
、
社
会
経
済
活
動
も
一
部
制
限

さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
高
齢
者
施
設
関
係
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
多
発

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
高
齢
者
に
向
け
、
重
症
化
予

防
の
た
め
、
４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
当
セ
ン
タ
ー
の

運
営
実
績
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
年
度
の
実
績
は
、

会
員
の
皆
様
方
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
ま
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
昨
年
度
を

上
回
り
、
一
昨
年
度
と
同
じ
水
準
ま
で
回
復
い
た
し

て
お
り
ま
す
。 

生
涯
現
役
時
代
の
到
来
に
よ
り
、
元
気
で
働
く
意

欲
の
あ
る
高
齢
者
の
定
年
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

今
後
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
す
る
会
員

拡
大
に
大
き
な
影
響
が
で
て
く
る
と
危
惧
し
て
お
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常

に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

結
び
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
ご
多
幸

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
令
和
４
年
度
定
時
総

会
の
開
会
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総
会
祝
辞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
阪
狭
山
市
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古 

川 

照 

人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

令
和
４
年
度
定
時
総
会
が
、
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
大
阪
狭

山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

設
立
以
来
、
会
員
に
就
業
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
お
一
人
お
ひ
と
り
が
有
す
る
豊
富
な
知
識

や
経
験
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
お
ら
れ

ま
す
こ
と
に
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

長
ら
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
活
動
が
制
限
さ
れ
て

い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な

中
、
貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
感
染
対
策

の
徹
底
な
ど
に
よ
り
活
動
を
継
続
さ
れ
、
地
域
社
会

の
活
性
化
、
福
祉
の
向
上
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
改
め
て
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

 

よ
う
や
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
共

生
が
社
会
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
伴
い
、
あ
ら

ゆ
る
社
会
経
済
活
動
が
再
開
に
向
け
動
き
出
し
て
い

ま
す
。 

 

本
市
は
、
本
年
市
制
施
行
35
周
年
の
節
目
を
迎
え
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
適
応
し
た
再
開
の
年
と
位
置
付
け

て
お
り
ま
す
。「
桜
も
笑
顔
も
満
開
な
街
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
市
民
や
事
業
者
の
皆
様
の
あ
ら
ゆ
る

活
動
が
再
び
ス
タ
ー
ト
を
切
る
た
め
の
機
運
を
高
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

結
び
に
あ
た
り
、
今
後
も
健
康
に
ご
留
意
い
た
だ

き
、
地
域
と
の
連
携
・
協
力
を
深
め
な
が
ら
、
貴
セ

ン
タ
ー
の
活
動
の
輪
が
な
お
一
層
大
き
く
広
が
り
ま

す
こ
と
を
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

総
会
祝
辞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
阪
狭
山
市
議
会
議
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山 

本 

尚 

生 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

令
和
４
年
度
定
時
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
市
議

会
を
代
表
し
て
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
か
ら
、
２

年
余
り
が
経
過
し
、
緊
急
事
態
宣
言
や
、
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
な
ど
、
市
民
の
生
活
に
大
き
く
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。 

 

国
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
令
和
３
年
の
就
業
者

数
は
、
15
歳
か
ら
64
歳
ま
で
が
、
一
昨
年
と
比
べ
約

16
万
人
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、65
歳
以

上
は
約
６
万
人
増
加
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

超
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
労
働
力
不
足
は
、

ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
地
域
で
果
た
す
役
割
の
重
要

性
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
地
域
社
会
に
お
け
る
活
動

に
対
す
る
期
待
も
よ
り
高
ま
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま

す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
日
々
活
発
な
事
業
活
動

を
継
続
さ
れ
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
高
齢
者
の
皆
様
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
、
仲

間
づ
く
り
、
そ
し
て
地
域
社
会
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
応
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

結
び
に
あ
た
り
、
大
阪
狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
、

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 
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令
和
４
年
５
月
30
日
（
月
）
午
後
２
時
か
ら
、
令

和
４
年
度
公
益
社
団
法
人
大
阪
狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
、
正
会
員
の
健
康
と
安
全
を
第
一

に
考
え
、
総
会
へ
の
出
席
を
お
控
え
頂
い
た
と
と
も

に
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

会
員
数
３
２
５
名
中
出
席
者
15
名
、
議
決
権
行
使

者
２
０
７
名
の
合
計
２
２
２
名
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

古
根
川
理
事
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
の
後
、
議
事

に
移
り
、
議
長
に
竹
下
氏
を
選
任
し
、
上
程
さ
れ
た

議
案
３
件
、
報
告
３
件
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り

可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

          

     

議議
案案
第第
１１
号号  

 

令
和
３
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て 

 

受
注
件
数
１
，
１
７
８
件 

契
約
金
額
は
約
１
億
１
２
９
２
万
円 

（
対
前
年
度
比
２
．
９
１
％
増
） 

議議
案案
第第
２２
号号  

 

令
和
３
年
度
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て 

経
常
収
益
は
約
１
億
４
，
４
６
９
万
円
、
経
常
費

用
は
約
１
億
４
，
２
９
３
万
円
で
、
当
期
経
常
増

減
額
は
約
１
７
５
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。 

 

議
案
第
１
号
、
議
案
第
２
号
が
一
括
上
程
さ
れ
、

監
査
報
告
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

議議
案案
第第
３３
号号  

  

役
員
の
選
任
に
つ
い
て 

  

令
和
４
・
５
年
度
の
新
役
員
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、

全
員
承
認
さ
れ
ま
し
た
。  

報報
告告
第第
１１
号号 

 

令
和
４
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て 

（
１
） 

会
員
の
拡
大
と
普
及
啓
発
活
動
の
推
進 

 

（
２
）
就
業
機
会
の
確
保
と
適
正
就
業
の
推
進 

 

（
３
）
安
全
就
業
と
健
康
管
理
の
推
進 

 

（
４
）
研
修
・
講
習
会
の
実
施 

 

（
５
）
そ
の
他 

報報
告告
第第
２２
号号 

 

令
和
４
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て 

 

収
支
予
算
額
は
、
１
億
４
，
８
５
１
万
７
千
円
で

す
。 

 

報報
告告
第第
３３
号号 

 

令
和
４
年
度
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み

に
つ
い
て 

 

（
１
）
資
金
調
達
の
見
込
み
に
つ
い
て 

 

（
２
）
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て 

    

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
が
実
施

す
る
見
舞
金
制
度
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

提
供
し
た
仕
事
に
従
事
中
（
就
業
先
へ
の
往
復
途
上

を
含
む
）
に
熱
中
症
に
な
り
、
死
亡
、
入
院
、
通
院

し
た
場
合
に
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る
制
度
で
す
。 

 

詳
し
く
は
、事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

見舞金の種類 見舞金額 

通院加療見舞金 ５千円 

入院（１泊２日）見舞金 ３万円 

入院（２泊３日以上）見舞金 ５万円 

死亡見舞金 １０万円 

 令令
和和
４４
年年
度度  
定定
時時
総総
会会
開開
催催
ささ
れれ
るる  

事事

務務

局局

だだ

よよ

りり  

熱

中

症

見

舞

金

制

度

に

つ

い

て 
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３
月
30
日 

桜
満
開
の
堺
CC
で
第
31
回
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
今
回
か
ら
採
用
さ
れ
た
ダ
ブ
ル
ペ
リ

ア
方
式
で
優
勝
を
目
指
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
が
、

長
い
冬
眠
（
？
）
と
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
か

皆
低
調
で
何
と
２
桁
で
上
が
っ
た
の
は
わ
ず
か
１
人

で
結
果
優
勝
は
大
北
氏
、
２
位
に
山
本
氏
、
３
位
に

木
村
氏
が
入
っ
た
。 

時
季
は
移
り
入
梅
前
の
６
月
１
日
今
回
も
好
天
に

恵
ま
れ
、
初
参
加
者
２
名
を
含
み
、
や
る
気
満
々
の

精
鋭
（
？
）
15
名
は
、
今
度
こ
そ
は
、
と
の
思
い
で

集
結
し
定
刻
通
り
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
ト
し
て
い
っ
た
。 

時
季
は
ゴ
ル
フ
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
、
皆
練
習
し
て

き
た
の
か
、
兎
に
角
前
回
と
は
見
違
え
る
シ
ョ
ッ
ト

で
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
を
予
感
さ
せ
た
。
結
果
優

勝
は
大
北
氏
（
連
覇
）
、
２
位
に
木
村
氏
、
３
位
に
中

本
氏
が
入
り
何
れ
も
僅
差
で
順
位
を
分
か
ち
合
っ
た
。 

今
回
は
何
と
９
名
が
２
桁
の
ス
コ
ア
で
上
が
り

近
年
に
な
い
大
健
闘
ぶ
り
で
、
又
見
事
だ
っ
た
の
は

中
本
氏
が
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
を
達
成
し
た
こ
と
で
す
。 

こ
れ
で
ま
た
皆
に
と
っ
て
新
た
な
目
標
が
出
来
ま

し
た
。
次
回
は
少
し
時
季
を
お
き
、
10
月
26
日
の
開

催
予
定
で
す
。 

   

   

    

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
現
在
活
動
自
粛
中
で
す
が
、
昨

今
の
状
況
を
踏
ま
え
、
暫
し
様
子
を
み
て
活
動
再
開

を
検
討
。 

 健  

康    

安  

全 

高高
齢齢
者者
とと
交交
通通
事事
故故  

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
以
下
「
コ
ロ
ナ
」
と
い

う
）
は
少
し
ず
つ
減
少
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
い

ま
だ
に
警
戒
を
緩
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
中
で
も
旅
行
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
、
コ
ロ
ナ
流

行
前
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は
コ
ロ
ナ
に
気
を
付
け
な
が
ら
旅
行
や

身
近
な
外
出
等
を
楽
し
む
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

そ
こ
で
今
回
は
外
出
に
欠
か
せ
な
い
マ
イ
カ
ー
に

つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

一一  

交交
通通
事事
故故
のの
現現
状状  

平
成
29
年
の
警
察
庁
の
発
表
で
は
、
こ
こ
数
年
交

通
事
故
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

75
歳
以
上
（
以
下
「
高
齢
者
」
と
い
う
）
は
横
ば
い

の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
高
齢
者
が

占
め
る
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

二二  

高高
齢齢
者者
のの
交交
通通
事事
故故
死死
亡亡
者者
数数  

大
阪
府
警
察
本
部
の
デ
ー
タ
で
は
（
本
年
４
月
末

日
現
在
）
今
年
に
入
っ
て
歩
行
中
の
死
亡
事
故
が
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
死
亡
者
数
の
多
い
順
に
並

べ
る
と
、
次
が
自
転
車
乗
車
中
、
二
輪
車
乗
車
中
、

そ
し
て
自
動
車
乗
車
中
の
順
番
に
な
り
ま
す
。 

三三  

死死
亡亡
事事
故故
のの
原原
因因  

最
も
多
か
っ
た
歩
行
中
の
事
故
で
は
信
号
無
視
が

全
体
の
約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
信
号
を
確
実
に

守
る
と
い
う
こ
と
は
歩
行
中
や
自
動
車
の
運
転
中
を

問
わ
ず
重
要
な
こ
と
で
す
。 

・・
信信
号号
無無
視視
はは
やや
めめ
まま
しし
ょょ
うう  

 

赤
信
号
で
渡
っ
た
り
信
号
の
変
わ
り
目
で
渡
り
始

め
る
な
ど
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う 

・・
青青
信信
号号
でで
もも
安安
全全
確確
認認  

歩
行
者
は
渡
り
ま
す
、
運
転
手
は
止
ま
り
ま
す
と

い
う
こ
と
を
認
識
す
る
た
め
、
曲
が
っ
て
く
る
運

転
手
と
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
し
て
自
分
の
存
在
に

気
付
い
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

（
大
阪
府
警
察
本
部
交
通
総
務
課
６
月
号
） 

四四  

おお
わわ
りり
にに  

交
通
事
故
と
い
う
も
の
は
加
害
者
に
な
っ
て
も
被

害
者
に
な
っ
て
も
そ
の
後
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
交
通
安
全
を
身
近
に
考
え
て
加
害
者

に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
平
穏
な
人
生
を
送
り
た

い
も
の
で
す
。 

交
通
事
故
の
意
識
を
深
め
る
た
め
春
と
秋
の
年
２

回
の
交
通
安
全
週
間
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

春
は
新
入
学
の
季
節
で
登
校
時
間
帯
・
夕
方
の
下

校
時
間
帯
に
は
ま
だ
「
通
学
」
に
慣
れ
て
い
な
い
子

供
達
に
よ
る
急
な
飛
び
出
し
や
は
み
出
し
が
あ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
す
。 

秋
口
は
日
没
時
間
が
急
激
に
早
ま
る
時
期
で
す
。

車
か
ら
は
視
野
の
確
保
が
難
し
く
な
り
夕
暮
れ
の
時

は
交
通
事
故
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。 

歩
行
者
は
左
右
安
全
確
認
、
車
の
運
転
手
は
ス
ピ

ー
ド
違
反
・
信
号
無
視
・
飲
酒
運
転
を
し
な
い
よ
う

努
め
ま
し
ょ
う
。 

（
交
通
事
故
普
及
啓
発
事
業
等
内
閣
府
か
ら
抜
粋
） 

ゴゴ
ルル
フフ
同同
好好
会会
「「
ちち
とと
せせ
会会
」」  

カカ  

ララ  

オオ  

ケケ  

同同  

好好  

会会  
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年 度 
会 員 数  

就業実人員 
(人) 

 
就業率 
(％) 

 
受注件数 
(件) 

 
契約金額 
(千円) 

 
途上事故 
(件) 

 
就業中事故 
(件) 

男 
(人) 

女 
(人) 

計 
(人) 

令和 ３年 225 81 306 269 87.9 1,178 112,920 0 9 

令和 ２年 232 81 313 249 79.6 1,143 109,725 1 6 
令和 元年 242 84 326 270 82.8 1,278 111,586 1 8 
平成 30年 242 78 320 263 82.2 1,282 107,357 0 4 
平成 29年 250 79 329 281 85.4 1,338 108,780 1 3 

新新

事事

務務

局局

職職

員員

のの

紹紹

介介  
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事
務
局
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

田
中

た

な

か 

安
史

や

す

し 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

職
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宮
地

み

や

ち 

生せ
い 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

職
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
林

こ
ば
や
し 

真
知
子

ま

ち

こ 

  

令
和
４
年
４
月
よ
り
、
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理事長 

古根川 保 

理事 

倉田トヨ子 
理事 

青山 惠二 
理事 

永島 悟 
理事 

新田 一枝 
監事 

松本 善造 
監事 

田村 泰啓 
理事 

奥村 孝行 

副理事長 

芝本 渡 
理事 

西山 操 
理事 

塚本 哲夫 
理事 

山冨千代美 
理事 

大北 哲 
理事 

江川 明子 

令令 和和 ４４ ・・ ５５ 年年 度度 役役 員員 紹紹 介介  

最最近近５５年年間間ににおおけけるる実実績績等等  

作作  

業業  

確確  
認認  

書書  

のの  

提提  

出出  

はは  

早早  

めめ  

にに  

・
作
業
確
認
書
は
、
会
員
の
方
々
の
配
分
金
や
発
注
者

様
へ
の
請
求
の
基
礎
と
な
る
重
要
書
類
で
す
。 

・
作
業
終
了
後
、
発
注
者
様
の
確
認
を
得
て
、
速
や
か

に
事
務
所
ま
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

・
ま
た
、
月
末
ま
で
就
業
さ
れ
る
場
合
は
、
翌
月
の
５

日
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 
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３
月
30
日 

桜
満
開
の
堺
CC
で
第
31
回
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
今
回
か
ら
採
用
さ
れ
た
ダ
ブ
ル
ペ
リ

ア
方
式
で
優
勝
を
目
指
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
が
、

長
い
冬
眠
（
？
）
と
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
か

皆
低
調
で
何
と
２
桁
で
上
が
っ
た
の
は
わ
ず
か
１
人

で
結
果
優
勝
は
大
北
氏
、
２
位
に
山
本
氏
、
３
位
に

木
村
氏
が
入
っ
た
。 

時
季
は
移
り
入
梅
前
の
６
月
１
日
今
回
も
好
天
に

恵
ま
れ
、
初
参
加
者
２
名
を
含
み
、
や
る
気
満
々
の

精
鋭
（
？
）
15
名
は
、
今
度
こ
そ
は
、
と
の
思
い
で

集
結
し
定
刻
通
り
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
ト
し
て
い
っ
た
。 

時
季
は
ゴ
ル
フ
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
、
皆
練
習
し
て

き
た
の
か
、
兎
に
角
前
回
と
は
見
違
え
る
シ
ョ
ッ
ト

で
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
を
予
感
さ
せ
た
。
結
果
優

勝
は
大
北
氏
（
連
覇
）
、
２
位
に
木
村
氏
、
３
位
に
中

本
氏
が
入
り
何
れ
も
僅
差
で
順
位
を
分
か
ち
合
っ
た
。 

今
回
は
何
と
９
名
が
２
桁
の
ス
コ
ア
で
上
が
り

近
年
に
な
い
大
健
闘
ぶ
り
で
、
又
見
事
だ
っ
た
の
は

中
本
氏
が
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
を
達
成
し
た
こ
と
で
す
。 

こ
れ
で
ま
た
皆
に
と
っ
て
新
た
な
目
標
が
出
来
ま

し
た
。
次
回
は
少
し
時
季
を
お
き
、
10
月
26
日
の
開

催
予
定
で
す
。 

   

   

    

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
現
在
活
動
自
粛
中
で
す
が
、
昨

今
の
状
況
を
踏
ま
え
、
暫
し
様
子
を
み
て
活
動
再
開

を
検
討
。 

 健  

康    

安  

全 

高高
齢齢
者者
とと
交交
通通
事事
故故  

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
以
下
「
コ
ロ
ナ
」
と
い

う
）
は
少
し
ず
つ
減
少
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
い

ま
だ
に
警
戒
を
緩
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
中
で
も
旅
行
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
、
コ
ロ
ナ
流

行
前
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。 

 
こ
れ
か
ら
は
コ
ロ
ナ
に
気
を
付
け
な
が
ら
旅
行
や

身
近
な
外
出
等
を
楽
し
む
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

そ
こ
で
今
回
は
外
出
に
欠
か
せ
な
い
マ
イ
カ
ー
に

つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

一一  

交交
通通
事事
故故
のの
現現
状状  

平
成
29
年
の
警
察
庁
の
発
表
で
は
、
こ
こ
数
年
交

通
事
故
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

75
歳
以
上
（
以
下
「
高
齢
者
」
と
い
う
）
は
横
ば
い

の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
高
齢
者
が

占
め
る
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

二二  

高高
齢齢
者者
のの
交交
通通
事事
故故
死死
亡亡
者者
数数  

大
阪
府
警
察
本
部
の
デ
ー
タ
で
は
（
本
年
４
月
末

日
現
在
）
今
年
に
入
っ
て
歩
行
中
の
死
亡
事
故
が
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
死
亡
者
数
の
多
い
順
に
並

べ
る
と
、
次
が
自
転
車
乗
車
中
、
二
輪
車
乗
車
中
、

そ
し
て
自
動
車
乗
車
中
の
順
番
に
な
り
ま
す
。 

三三  

死死
亡亡
事事
故故
のの
原原
因因  

最
も
多
か
っ
た
歩
行
中
の
事
故
で
は
信
号
無
視
が

全
体
の
約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
信
号
を
確
実
に

守
る
と
い
う
こ
と
は
歩
行
中
や
自
動
車
の
運
転
中
を

問
わ
ず
重
要
な
こ
と
で
す
。 

・・
信信
号号
無無
視視
はは
やや
めめ
まま
しし
ょょ
うう  

 

赤
信
号
で
渡
っ
た
り
信
号
の
変
わ
り
目
で
渡
り
始

め
る
な
ど
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う 

・・
青青
信信
号号
でで
もも
安安
全全
確確
認認  

歩
行
者
は
渡
り
ま
す
、
運
転
手
は
止
ま
り
ま
す
と

い
う
こ
と
を
認
識
す
る
た
め
、
曲
が
っ
て
く
る
運

転
手
と
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
し
て
自
分
の
存
在
に

気
付
い
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

（
大
阪
府
警
察
本
部
交
通
総
務
課
６
月
号
） 

四四  

おお
わわ
りり
にに  

交
通
事
故
と
い
う
も
の
は
加
害
者
に
な
っ
て
も
被

害
者
に
な
っ
て
も
そ
の
後
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
交
通
安
全
を
身
近
に
考
え
て
加
害
者

に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
平
穏
な
人
生
を
送
り
た

い
も
の
で
す
。 

交
通
事
故
の
意
識
を
深
め
る
た
め
春
と
秋
の
年
２

回
の
交
通
安
全
週
間
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

春
は
新
入
学
の
季
節
で
登
校
時
間
帯
・
夕
方
の
下

校
時
間
帯
に
は
ま
だ
「
通
学
」
に
慣
れ
て
い
な
い
子

供
達
に
よ
る
急
な
飛
び
出
し
や
は
み
出
し
が
あ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
す
。 

秋
口
は
日
没
時
間
が
急
激
に
早
ま
る
時
期
で
す
。

車
か
ら
は
視
野
の
確
保
が
難
し
く
な
り
夕
暮
れ
の
時

は
交
通
事
故
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。 

歩
行
者
は
左
右
安
全
確
認
、
車
の
運
転
手
は
ス
ピ

ー
ド
違
反
・
信
号
無
視
・
飲
酒
運
転
を
し
な
い
よ
う

努
め
ま
し
ょ
う
。 

（
交
通
事
故
普
及
啓
発
事
業
等
内
閣
府
か
ら
抜
粋
） 

ゴゴ
ルル
フフ
同同
好好
会会
「「
ちち
とと
せせ
会会
」」  

カカ  

ララ  

オオ  

ケケ  

同同  

好好  

会会  
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・・就就業業内内容容はは  

 金剛駅（西口・東口）周辺の清掃と除草をしています。 

 喫煙コーナーの灰皿の清掃もしています。 

・・就就業業ににつついいてて気気をを付付けけてていいるるここととはは  

 清掃中は通行の妨げにならないように気を付けています。 

作業は人通りの多い時間帯は避けるようにしています。 

・・就就業業内内容容はは  

 狭山池博物館の外扉（10か所程）の開閉をしています。 

同時にゴミ拾いを行っています。 

・・就就業業ににつついいてて気気をを付付けけてていいるるここととはは  

 敷地内に人が残っていないか目視確認を徹底しています。 

きちんと施錠されているか再度確認しています。 

 

 

・・就就業業内内容容はは  

 狭山高校のトイレ清掃（21箇所）をしています。 

 便器・床・洗面所を中心に作業しています。 

・・就就業業ににつついいてて気気をを付付けけてていいるるここととはは  

 休み時間は学生が利用されるので、授業の時間帯に合わせて 

清掃しています。 

編編

集集

後後

記記  
 

 
 

 

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
２
」
が
小
惑
星
「
リ

ュ
ウ
グ
ウ
」
か
ら
地
球
に
持
ち
帰
っ
た
砂
に
タ
ン

パ
ク
質
の
材
料
に
な
る
ア
ミ
ノ
酸
が
ふ
く
ま
れ
て

い
た
と
い
う
。 

 

東
京
薬
科
大
学
の
山
岸
名
誉
教
授
に
よ
る
と

「
生
命
の
源
と
な
る
ア
ミ
ノ
酸
が
小
惑
星
な
ど
の

小
天
体
か
ら
や
っ
て
き
た
こ
と
の
直
接
の
証
拠
に

な
る
」
と
の
こ
と
。 

な
ん
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
話
な
の
だ
ろ
う
！ 

生
命
の
材
料
と
な
る
物
質
が
地
球
に
降
り
注
い
だ

と
い
う
こ
と
は
、
ほ
か
の
星
に
も
生
命
体
は
あ
る

と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。 

こ
れ
か
ら
も
「
は
や
ぶ
さ
２
」
に
注
目
し
て
い
き

た
い
。 

 

世
界
中
の
コ
ロ
ナ
禍
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
台
湾
問
題
、

国
内
で
の
給
付
金
詐
欺 

等
々
、
鬱
々
と
し
た
日 

々
の
中
で
感
動
と
驚
き 

を
与
え
て
く
れ
た
発
表 

だ
っ
た
。 
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